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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に     ついて

目指す姿の実現に向けた中長期戦略

　当社では、資本コストの把握や市場評価を踏まえた現状分析および計画の策定について、取締役会で議論を重ねてきまし
た。さらなる企業価値向上を目指し「資本コストや株価を意識した経営」の実現に向けて取り組むことで、時価総額の拡大と
PBR向上を図っています。
　事業面では、カーボンニュートラル実現に向けたグローバルな蓄電池需要の拡大機会を最大限に活かすべく、積極的な成
長投資を進めています。あわせて、既存事業の収益力強化などにより事業成長を図るとともに、資本効率を重視することで
ROICおよびROEの向上に努めています。
　さらに、これらの中長期的な目標達成に向けた取り組みや、当社の成長性・将来性について、経営陣が投資家の皆様と積極
的に対話を行うことで、相互理解をより一層深めてまいります。
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GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

● 既存の鉛蓄電池事業（自動車・産業用）、HEV
事業における当社の強みの理解促進

● AIDC、ESS、防衛用バッテリーなど高成長領域
の将来見通しをタイムリーに開示

● ROIC、ROEなどの重要管理指標の明示
● 経営陣との面談機会を拡充し、事業戦略への共
感を高め、投資家との強固な信頼関係の構築

　当社では、第六次中期経営計画においてROICを経営目標の一つに設定し、その向上を目指してきました。最終年度である
2025年度の売上高営業利益率は、主として販売価格是正の取り組みにより向上したものの、一時的な在庫積み増しにより投
下資本回転率は低下しました。この結果、全社のROICは前年度から横ばいとなりました。

ROIC目標を9％以上と設定

　第七次中期経営計画から、ROICの計算式を変更しました。従来は税引前の営業利益を用いて算出していましたが、一般

的な他社比較における整合性を考慮し、税引後の営業利益を用いる方法に変更しました。この新基準を適用した結果、

2025年度のROICは10.7%となります。

　第七次中計期間は今後の成長に向けた投資先行フェーズとなることから、期間中のROIC目標は「9％以上」に設定してい

ます。今後は下記に掲げる取り組みを着実に推進することで、さらなるROICの向上に努めてまいります。
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（注1）上記指標はのれん等償却前利益（営業利益・当期純利益率）に対するものです。
（注2）ROICはのれん等償却前営業利益（税前）÷投下資本（固定資産（のれん等除く）
        ＋運転資本）で算出。投下資本は期首と期末の平均値です。
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●ROICの中計目標値
（10%以上）を開示

●資本コストと資本収益
性の自社分析を実施

●ＧＳユアサ独自の
ROIC経営実施に向け
た取り組みを開始

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

営業利益の向上

資産回転率の向上

営業利益率の向上
戦略的ポートフォリオの見直し：トルコ事業の持ち分譲渡、BEV事業の再定義

販売価格の是正

固定資産回転率の向上

手元資金と有利子負債の圧縮

ROIC向上のドライバー 主な取り組み

不動産の売却

政策保有株式の売却

グループ内でのキャッシュ・マネジメント・システム（CMS）の実施
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第六次中計目標
10%以上

BEV用を含むリチウムイオン電池事業
への投資のため、悪化

自動車電池・産業電池電源を中心に
売価見直しが進んだため、改善

ROIC経営の社内浸透に向けた取り組み

ROIC向上に向けた取り組み
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● 鉛事業は安定キャッシュの最大化
● 車載用LiBは選別投資でリスクを抑え、収益体質へ転換
● 社会インフラは重点領域へ集中投資で成長加速

モビリティはキャッシュ創出、社会インフラは成長の柱

● 投下資本リターンのモニタリング
● 成長機会の捕捉に向けたバランスシートの強化・維持
● 成長投資とのバランスを踏まえた株主還元
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非常に強い関連性を示す 強い関連性を示す
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●役員報酬の評価項目
にROICを採用

●部門の年間計画策定
や従業員の課題設定
の際に、改善活動と
ROICを結び付ける
取り組みを開始

●ROIC経営に関する
役員勉強会の実施

のれん等償却前営業利益（税前）÷投下資本 税引後営業利益÷投下資本従来 変更後

事業マテリアリティの取り組み強化 基盤マテリアリティの取り組み強化


